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(百万円未満切捨て)

1．2022年3月期第3四半期の業績（2021年4月1日～2021年12月31日）
（1）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 38,271 0.2 1,930 △18.5 2,006 △13.1 1,495 △10.5

2021年3月期第3四半期 38,212 5.5 2,367 135.6 2,309 114.2 1,670 133.0

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第3四半期 170.44 ―

2021年3月期第3四半期 190.39 ―
　

　

（2）財政状態
総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 70,954 34,588 48.7

2021年3月期 69,876 33,683 48.2

(参考) 自己資本 2022年3月期第3四半期 34,588百万円 2021年3月期 33,683百万円

2．配当の状況
年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 30.00 ― 30.00 60.00

2022年3月期 ― 30.00 ―

2022年3月期(予想) 30.00 60.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無
　

　

3．2022年3月期の業績予想（2021年4月1日～2022年3月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 49,200 △0.1 1,600 △32.0 1,600 △28.2 1,200 △25.3 136.79
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無
　

　　



※ 注記事項

（1）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　　

（2）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
　② ①以外の会計方針の変更 ： 無
　③ 会計上の見積りの変更 ： 無
　④ 修正再表示 ： 無

　　

（3）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年3月期3Ｑ 9,451,169株 2021年3月期 9,451,169株

② 期末自己株式数 2022年3月期3Ｑ 679,041株 2021年3月期 678,420株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期3Ｑ 8,772,465株 2021年3月期3Ｑ 8,773,838株
　

　

※四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が本資料発表日現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前
提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が
あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関す
る定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期累計期間におけるわが国の経済は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、

多くの地域において緊急事態宣言が再度発出されるなど、社会・経済活動が依然として抑制され、

厳しい状況で推移いたしました。緊急事態宣言等の解除による行動制限の緩和に伴い、経済活動の

正常化が期待されたものの、直近では新たな変異株による感染の再拡大が懸念されており、先行き

不透明な状況が続いております。

医薬品業界では、薬価制度改革をはじめとして後発医薬品の使用促進策の強化など、医療費適正

化諸施策が引き続き推進されており、経営のさらなる強化が求められるなか、研究開発費の増加、

開発リスクの増大、企業間競争の激化など収益環境の厳しさが増しております。

このような状況のもと、当社は、主力製品の人工腎臓用透析剤キンダリーなど人工透析関連製商

品及び輸液などのより強固な浸透を図るとともに、後発医薬品の販売促進にも注力してまいりまし

た。

その結果、当第３四半期累計期間の業績につきましては、売上高は382億71百万円と前年同四半

期と比べ59百万円（0.2％）の増加となりました。利益面では薬価改定などによる売上原価率の上

昇などにより、営業利益は19億30百万円と前年同四半期と比べ４億37百万円（18.5％）の減少、経

常利益は20億６百万円と前年同四半期と比べ３億２百万円（13.1％）の減少、また、四半期純利益

は14億95百万円と前年同四半期と比べ１億75百万円（10.5％）の減少となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期会計期間末の総資産は、商品及び製品や建物及び構築物（純額）の減少等があった

ものの、現金及び預金や受取手形及び売掛金（純額）の増加等により前事業年度末から10億77百万

円（1.5％）増加し、709億54百万円となりました。

負債は未払法人税等や賞与引当金の減少等があったものの、電子記録債務の増加等により前事業

年度末から１億72百万円（0.5％）増加し、363億66百万円となりました。

純資産はその他有価証券評価差額金の減少等があったものの、利益剰余金の増加により前事業年

度末から９億４百万円（2.7％）増加し、345億88百万円となりました。

なお、自己資本比率は48.7％と前事業年度末に比べ0.5％の増加となりました。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年３月期の通期業績予想につきましては、現時点では2021年11月11日に公表いたしました業

績予想から変更はありません。しかし、新型コロナウイルス感染症については、依然として予断を

許さない状況が続いており、今後、業績予想を修正する必要が生じた場合は、速やかに開示してま

いります。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：百万円)

前事業年度
(2021年３月31日)

当第３四半期会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,074 8,238

受取手形及び売掛金（純額） 21,384 22,696

商品及び製品 8,918 7,793

仕掛品 47 16

原材料及び貯蔵品 1,759 1,766

その他 349 892

流動資産合計 39,533 41,403

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 9,849 9,423

土地 8,818 8,818

その他（純額） 5,970 5,696

有形固定資産合計 24,638 23,938

無形固定資産 323 520

投資その他の資産 5,380 5,091

固定資産合計 30,343 29,551

資産合計 69,876 70,954

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,916 6,532

電子記録債務 5,596 6,751

短期借入金 6,197 6,753

未払法人税等 725 -

賞与引当金 930 451

その他の引当金 319 -

その他 6,078 6,498

流動負債合計 26,763 26,987

固定負債

長期借入金 6,639 6,705

退職給付引当金 955 919

その他の引当金 286 206

その他 1,548 1,547

固定負債合計 9,429 9,378

負債合計 36,193 36,366
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(単位：百万円)

前事業年度
(2021年３月31日)

当第３四半期会計期間
(2021年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 10,758 10,758

資本剰余金 15,010 15,009

利益剰余金 13,815 14,743

自己株式 △2,168 △2,170

株主資本合計 37,414 38,341

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 904 882

土地再評価差額金 △4,635 △4,635

評価・換算差額等合計 △3,731 △3,753

純資産合計 33,683 34,588

負債純資産合計 69,876 70,954

　



扶桑薬品工業㈱(4538) 2022年3月期第3四半期決算短信

5

（２）四半期損益計算書

第３四半期累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

売上高 38,212 38,271

売上原価 27,000 27,889

売上総利益 11,211 10,382

返品調整引当金繰入額 0 -

差引売上総利益 11,210 10,382

販売費及び一般管理費 8,842 8,451

営業利益 2,367 1,930

営業外収益

受取利息及び配当金 78 81

受取保険金 85 118

投資事業組合運用益 - 68

その他 36 39

営業外収益合計 200 306

営業外費用

支払利息 149 134

生命保険料 73 74

その他 36 22

営業外費用合計 259 230

経常利益 2,309 2,006

特別利益

固定資産売却益 91 -

投資有価証券売却益 38 -

特別利益合計 129 -

特別損失

固定資産除却損 5 10

特別損失合計 5 10

税引前四半期純利益 2,433 1,996

法人税、住民税及び事業税 513 217

法人税等調整額 250 284

法人税等合計 763 501

四半期純利益 1,670 1,495
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基

準」という。）等を第１四半期会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客

に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識すること

としております。

これにより、商品及び製品の販売は、顧客へ引き渡した時点で所有に伴う重大なリスク及び経済

価値が移転し、顧客が支配を獲得することにより当社の履行義務が充足されると判断しており、引

渡時点で収益を認識しております。当社では、「収益認識に関する会計基準の適用指針」第98項の

出荷基準等の取扱いを適用し、商品及び製品の出荷時から支配が顧客に移転される時までの期間が

1～2日程度であるため、出荷時に収益を認識しております。

商品及び製品の販売から生じる収益は、販売契約における対価から販売数量又は販売金額等に基

づく値引きやリベート等を控除した金額で算定しており、顧客に返金すると見込んでいる対価の金

額を返金負債として流動負債その他に含めて計上しております。値引き等の見積りにあたっては、

契約条件や過去の実績などに基づく最頻値法を用いております。

また、売上収益は重大な戻入れが生じない可能性が非常に高い範囲でのみ認識しております。

商品及び製品の販売に係る対価は、顧客へ引き渡した時点から主として１年以内に受領しており

ます。

なお、重大な金融要素は含んでおりません。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取

扱いに従っており、第１四半期会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積

的影響額を、第１四半期会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針

を適用しております。

ただし、収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期会計期間の期首より前まで

に従前の取扱いに従ってほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用

しておりません。

また、収益認識会計基準第86項また書き(1)に定める方法を適用し、第１四半期会計期間の期首

より前までに行われた契約変更について、すべての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会

計処理を行い、その累積的影響額を第１四半期会計期間の期首の利益剰余金に加減しております。

この結果、当第３四半期累計期間の売上高は６億67百万円減少し、売上原価は６億63百万円減少

したことにより、営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益はそれぞれ３百万円減少しておりま

す。

また、利益剰余金の当期首残高は40百万円減少しております。
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（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計

基準」という。）等を第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融

商品に関する会計基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取

扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとし

ております。なお、四半期財務諸表に与える影響はありません。

　


